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Ｃ２，Ｄ２，Ｅ２物理後期 問題演習（Ｘ線）

A. V=2.0×104 V の電位差で電子を加速できるＸ線管で、発生するＸ線の波長を求めよ。

B. A.において、もし加速電圧V=1.0×103 V だとすると、発生する電磁波の波長はい
くらか？これはＸ線だろうか？

C. 波長がλ=3.0×10-11 m のＸ線を発生させるには加速電圧を何Vにすれば良いか？

D. ブラッグ反射の実験で、波長λ=4.0×10-11 m のＸ線を結晶の表面に当てたら角度θ
=6°の時に強めあった。結晶の原子配列面の間隔 dはいくらか？（sin 6°=0.10、n=1 と
する。）

E. 原子配列面の間隔 d=2.0×10-10 m である結晶にＸ線を当てた時、ブラッグ反射して
角度θ=10°で強めあった。入射したＸ線の最短波長はλ=4.0×10-11 m であったとすると、
Ｘ線の波長はいくらか？（sin 10°=0.17 とする）

F. 右図はＸ線管から出るＸ線の強度と波長の関係を示したもの
である。Ｘ線管の加速電圧を大きくしても変わらない値は
λ0, λ1, λ2 のどれか。
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